
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 名古屋学芸大学 
設置者名 学校法人 中西学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

管理栄養学部 管理栄養学科 
夜 ・

通信 

 

 16 16 13  

メディア造形 

学部 

映像メディア 

学科 

夜 ・

通信 

 

14 14 13  

デザイン学科 
夜 ・

通信 
16 16 13  

ファッション 

造形学科 

夜 ・

通信 
14 14 13  

ヒューマンケア

学部 

子どもケア学科 

子どもケア専攻 

養護教諭コース 

夜 ・

通信 
 

14 14 13  

子どもケア学科 

幼児保育専攻 

夜 ・

通信 
15 15 13  

子どもケア学科 

児童発達教育専

攻 

子どもケア専攻 

児童発達教育コース 

（子ども心理コース） 

夜 ・

通信 
 16 16 13  

看護学部 看護学科 
夜 ・

通信 
 36 36 13  

（備考） 

ヒューマンケア学部子どもケア学科児童発達教育専攻は、2021 年度より子どもケア

専攻児童発達教育コースから、2019 年度より子ども心理コースから名称を変更。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
シラバスに当該科目であることを明記するとともに、学科・専攻・コース別における当該

科目一覧表を大学ウエブサイトにて公開している。 

大学ウエブサイト：https://www.nuas.ac.jp/profile/information/index.html 

 



  

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 名古屋学芸大学 
設置者名 学校法人 中西学園 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学園ホームページ：https://www.nakanishi.ac.jp/outline/officer.html 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 
民間企業 経理部長（前） 

民間企業 副社長（前） 

2020.4.1 

～ 

2024.3.31 

財務担当 

財務管理をはじめ

とする企業経営の

中枢での経験が豊

富なため、本学園の

安定的な運営への

助言・指導を求め

る。 

非常勤 私立大学教授（現） 

2018.4.1 

～ 

2022.3.31 

管理運営担当 

公的機関、学校法人

における統括部門

経験が豊富で、特に

教育行政、学校経営

の専門家として、ま

た教育研究分野の

現職として活躍し

ており、本学園の経

営面をはじめとす

る管理運営への助

言・指導を求める。 

非常勤 

公的医療機関の長

（現） 

 

2020.4.1 

～ 

2024.3.31 

教育・研究担当 

本学園との連携を

強化している公的

医療機関の長とい

う立場から、大学の

教育の高度化、研究

の向上に向けた大

所高所からの助言・

指導を求める。 

（備考） 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 名古屋学芸大学 

設置者名 学校法人 中西学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

各学部・学科とも当該年度に開講している授業科目において、「授業のテーマ及び到

達目標」、「授業の概要」、「評価の方法」、「授業計画（各回ごとの内容、授業技法等）」、

「使用教科書」及び「自己学習（予習・復習等）の内容・時間」を掲載したシラバス

を作成し、毎年履修登録の際に学生に冊子として配布するとともに、大学のウエブサ

イトに掲載し、広く社会に公表している。 

 なお、シラバスの作成にあたり、作成に伴う要領等を記載した資料を配付して、記載

内容の欠落等の防止を図るとともに、作成後、学科内の関係教員間で相互チェックを

図ることで、カリキュラム・ポリシーに沿った内容になるよう精査を図っている。 

授業計画書の公表方法 

大学ウエブサイト 

（管理栄養学科） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/faculty/syllabus/2021

nuas_syllabus_pa-n.pdf 

（映像メディア学科） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/faculty/syllabus/2021

nuas_syllabus_pa-m.pdf 

（デザイン学科） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/faculty/syllabus/2021

nuas_syllabus_pa-d.pdf 

（ファッション造形学科） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/faculty/syllabus/2021

nuas_syllabus_pa-f.pdf 

（子どもケア学科 子どもケア専攻 養護教諭コース） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/faculty/syllabus/2021

nuas_syllabus_pa-p.pdf 

（子どもケア学科 幼児保育専攻） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/faculty/syllabus/2021

nuas_syllabus_pa-y.pdf 

（子どもケア学科児童発達教育専攻／ 

子どもケア専攻児童発達教育コース／子ども心理コース） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/faculty/syllabus/2021

nuas_syllabus_pa-j.pdf 

（看護学科） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/faculty/syllabus/2021

nuas_syllabus_pa-k.pdf 



  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

各授業科目について、事前にシラバスに掲載された「評価の方法」に基づき評価を行

い、合格点に達している者に対しては単位を与えるとともに、入学前に教育機関等で

得た単位については学内の委員会で審査を行い、適当と判断されたものについて、単

位として認定している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

それぞれ授業科目の成績から、学生個々の成績の指標となるＧＰＡ（本学はｆＧＰＡを

使用）を用いて、学生指導を行っている。 

ＧＰＡ（ｆＧＰＡ）は次のように算出している。 

① 各教科の GP(ｆＧＰ)の算定 

         (100 点満点の素点－55) 

                     10 

② 履修科目の GPA(ｆＧＰＡ)を算定 

             (教科の GP×単位数)＋( 〃 ) ＋( 〃 ) ＋……( 〃 )  

                                  履修単位の総和  

 

なお、ＧＰＡ（ｆＧＰＡ）の算出方法は、毎年配付する学生便覧に掲載すると共に、 

大学のウエブサイトにも掲載し、学生に周知を図っている。 

更に、学生各自の成績は毎年前後期に配布される成績結果に掲載されるとともに、

随時パソコン等を利用して確認できるようになっている。 

加えて、評価者により偏った成績結果とならないよう、「成績の基準」となるガイドラ

インを設けるとともに、成績の分布状況や学生個々の年次毎におけるＧＰＡの状況を把

握し、適切な指導を行っている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/information/about_GPA

.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GP(ｆＧＰ) ＝    

GPA (ｆＧＰＡ)＝     



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

学位授与の方針（ディプロマポリシー）を策定するとともに、学生に配布する「学

生便覧」及び「履修の手引き」に掲載し、入学時のガイダンスの際に内容について理

解させるよう説明を行っている。加えて、大学のウエブサイトに公表し、社会に周知

を図っている。 

なお、各学部・学科の学位授与の方針（ディプロマポリシー）は次の通り。 

【管理栄養学部の学位授与の方針（ディプロマポリシー）】 

管理栄養学部の教育目的達成と社会に貢献できる管理栄養士養成のために、具体

的には次のような到達目標を掲げ、その能力を身に付けた者に学士（管理栄養）の

学位を授与します。 

 健康の維持・増進、疾病の予防・治療において、生活習慣改善に関する栄養の指

導を行うことができる能力を有している。 

 「食と健康」を通じて地域の栄養ケアができる能力を有している。 

 健康の維持増進を目的とした食育を実践できる能力を有している。 

 食品の機能性と安全性を理解し、正しく情報を発信できる能力を有している。 

 大学院教育につながる教育・研究により「食と健康」に係わるリーダーとなる能

力を有している。 

【メディア造形学部の学位授与の方針（ディプロマポリシー）】 

［映像メディア学科］ 

映像メディアを、実践を通して広く深く研究していくために、次のような到達目

標を掲げ、その能力を身に付けた者に学士（映像メディア）の学位を授与します。 

 映像メディアの諸領域において、専門の知識と技能を有している。 

 作品研究・制作において思考・判断を重ね、新たな価値を創造する力を有してい

る。 

 専門性を基に他者と協働し、社会と接続する能力を有している。 

 新たな課題に対し、自ら積極的に探究していく姿勢を有している。 
 

［デザイン学科］ 

変化、拡大を続けるデザインの世界で、個人の特質や能力を生かしてデザイン活

動を実践するために、デザイン学科では次のような到達目標を掲げ、その能力を身

に付けた者に学士（デザイン）の学位を授与します。 

 デザインにおける高い専門知識と探究心・理解力を有する。 

 デザインの基本的な技術として、観察力・発想力・構成力・伝達力を有する。 

 選択したコースにおいて、専門的な技術とともに、協調性・企画力・表現力・展

開力・コミュニケーション能力を身につけ、社会で活動できる職能を有する。 

 社会と積極的に関わり、新たな問題を自ら発見し解決する姿勢を有する。 

［ファッション造形学科］ 

ファッション造形学科では、本学の建学の精神「人間教育と実学」を根幹として

系統立てたデザイン・造形・テキスタイル・ビジネス関係のカリキュラムの中で、

次のような到達目標を掲げ、その能力を身に付けた者に学士（ファッション造形）

の学位を授与します。 

 幅広い専門の知識や技能を身に付けている。 

 応用力と探究心を持ってファッション業界をけん引する意欲・態度を身に付けて

いる。 

 自らの思考力・判断力・創造力を持って、問題解決に導く能力を身に付けている。 

 協働力を身に付けた上で、表現力、コミュニケーション能力を有している。 



  

【ヒューマンケア学部の学位授与の方針（ディプロマポリシー）】 

子どもケア学科の人材養成の達成のために、次のような到達目標を掲げ、その能

力を身につけた者に学士(子ども学)の学位を授与します。 

（知識及び技能） 

 子どものケアに関わる専門職に必要な、保育・教育学、保健・医療・看護学、心

理学、社会福祉学の知識・技能を習得している。さらに、生涯発達並びに社会的

存在の観点から子どもを多面的に理解し、ケアと教育の実践的な方法を身につけ

ている。 

（思考力・判断力・表現力等） 

 専門知識・技能を活かして、子どもに受容的・応答的に関わる力を身につけ、子

どもの発達に応じたニーズ・課題を把握することができる。さらに、それらの課

題を効果的に解決しようとする力を身につけている。 

（学びに向かう力・人間性等） 

 子どもの最善の利益を守る人材となるために、常に学び続け、真理探究に努める

ことができる。さらに、同僚性を発揮し、異分野、多職種の人々とも協働的、創

造的に課題解決に向かう態度を身につけている。 

【看護学部の学位授与の方針（ディプロマポリシー）】 

看護学部の目的達成と社会に貢献できる看護師養成のために、具体的には次のよ

うな到達目標を掲げ、その能力を身に付けた者に学士（看護学）の学位を授与しま

す。 

 看護の対象の健康レベルに応じた実学としての看護を実践できる能力を有して

いる。 

 看護と看護学を追究し、普遍的な知の創造を探求・具現化できる能力を有して 

いる。 

 寛容性と感性をもって人間味あふれる看護が実践できる能力を有している。 

 真の人間力をもって、グローバル社会に積極的に踏み出すことができる能力を有

している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

大学ウエブサイト 

（管理栄養学科） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_nutritional.

html 

（映像メディア学科） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_media.html 

（デザイン学科） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_design.html 

（ファッション造形学科） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_fashion.html 

（子どもケア学科） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_child_care.h

tml 

（看護学科） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_nursing.html 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 名古屋学芸大学 

設置者名 学校法人 中西学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.nuas.ac.jp/profile/information/index2.html 
収支計算書又は 

損益計算書 
https://www.nuas.ac.jp/profile/information/index2.html 

財産目録 https://www.nuas.ac.jp/profile/information/index2.html 
事業報告書 https://www.nuas.ac.jp/profile/information/index2.html 
監事による監査報告（書） https://www.nuas.ac.jp/profile/information/index2.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/hyoka/index.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 管理栄養学部 管理栄養学科 

教育研究上の目的（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_nutritional.html） 

（概要） 

栄養学の実践に必要な知識・技術・態度を修得するために、食と健康に関わる様々な分

野について総合的に学習し、健康増進、疾病予防、生命の延長及び生活の質の向上に寄与

できる管理栄養士の養成を目指す。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_nutritional.html） 

（概要） 

管理栄養学部の教育目的達成と社会に貢献できる管理栄養士養成のために、具体的には

次のような到達目標を掲げ、その能力を身に付けた者に学士（管理栄養）の学位を授与し

ます。 

 健康の維持・増進、疾病の予防・治療において、生活習慣改善に関する栄養の指導を

行うことができる能力を有している。 

 「食と健康」を通じて地域の栄養ケアができる能力を有している。 

 健康の維持増進を目的とした食育を実践できる能力を有している。 

 食品の機能性と安全性を理解し、正しく情報を発信できる能力を有している。 

 大学院教育につながる教育・研究により「食と健康」に係わるリーダーとなる能力を

有している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_nutritional.html） 

（概要） 

本学科は、厚生労働省の定める管理栄養士養成施設であり、法令に適合したカリキュラ

ムになっています。また、独自の科目を設けて高度な専門知識を学ぶための導入教育や専

門職業人としてのキャリア教育に配慮しています。栄養科学だけに偏ることなく、広い視

野を持ったグローバルな考え方ができる人材を養成するため、栄養分野以外の講師による

特別講義を初年度から開講しています。さらに、社会人として活躍するために必要な幅広

い一般教養、語学力を高めることができるよう教養教育を推進しています。 

 専門科目を学ぶための基礎として、生物と化学については高等学校未履修者を対象に

した補充授業と、必修科目として管理栄養士に必要な生命科学、生化学の基礎知識を

習得するための導入教育を行う。また、管理栄養士に関する理解を深め、専門職業人

としての意識や倫理観を高めるため、「管理栄養士概論」「管理栄養士特講」を設け、

キャリア教育に関する導入を行う。 

 専門基礎科目として「社会・環境と健康」、「人体の構造と機能及び疾病の成り立ち」、

「食べ物と健康」の分野を置き、講義や実験・実習を通して基礎知識を習得する。 

 専門科目として「基礎栄養学」、「応用栄養学」、「臨床栄養学」、「公衆栄養学」、

「栄養教育」、「給食経営管理論」を置き、講義や実験・実習を通して専門知識や技

術、態度を習得する。 

 「臨地実習」を管理栄養士養成カリキュラムの集大成として位置づけ、社会性、協調

性を身につけ、実践力を養う。臨地実習の事前学習として「総合演習Ⅰ」を置き、臨

地実習終了後に、ヒトの栄養管理についてディスカッションする総合学習として設け

た「総合演習Ⅱ」でこれまでの知識をまとめあげる。 

 キャリア支援教育として、それぞれの進路を踏まえ、「人間栄養」、「臨床栄養」、

「栄養教諭」、「食行動・食環境」、「食品機能・食品安全」の専門キャリア分野に



  

ついて、少人数実務教育を実施し、より専門的な実践力を養う。 

 卒業研究・演習を通して､課題の発見､解釈､問題解決の一連のプロセスを学習し､論理

的思考力及びプレゼンテーション能力を養う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_nutritional.html） 

（概要） 

本学科では、専門職業人としての知識、技術、態度を持ち、疾病予防、健康増進、生活

の質の向上に寄与できる「管理栄養士」の養成を目指しており、入学を希望する人には、

次のような意欲や能力を求めています。 

 食と健康に関わる様々な分野について総合的に学習しようとする意欲のある人 

 傷病者、要介護者、地域住民、乳幼児、学童など、様々な人へ栄養面から社会貢献し

たいと思う人 

 管理栄養士として活躍し、将来的にその指導的な役割を担う意欲のある人 

 

学部等名 メディア造形学部 映像メディア学科 

教育研究上の目的（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_media.html） 

（概要） 

映像は、視覚イメージ、音響、物語など、多様な要素が編み合わされ、その結びつきに

よって新たな表現へと発展していくメディアです。デジタルメディアの隆盛は、その状況

を加速させ、今や映像は、生活のあらゆる局面に欠かすことのできない重要なメディアと

なっています。このことを前提として、映像メディア学科では、映画、テレビ、3ＤＣＧ、

アニメーション、サウンド、フォト、インスタレーション、パフォーマンスなどの諸領域

を軸に、専門性を持ちながらメディア環境を広く見渡し、他者との協調によって新たな世

界を切り拓き創造する人材の養成を目指します。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_media.html） 

（概要） 

映像メディアを、実践を通して広く深く研究していくために、次のような到達目標を掲

げ、その能力を身に付けた者に学士（映像メディア）の学位を授与します。 

  映像メディアの諸領域において、専門の知識と技能を有している。 

  作品研究・制作において思考・判断を重ね、新たな価値を創造する力を有している。 

  専門性を基に他者と協働し、社会と接続する能力を有している。 

  新たな課題に対し、自ら積極的に探究していく姿勢を有している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_media.html） 

（概要） 

映像メディア学科は、映像メディアの多様な広がりを知り、それを俯瞰した上で自己を

定位し、深い学びとともに専門性を獲得していくことを目指しています。この目標に基づ

き、次のようなカリキュラムを編成しています。 

 映像メディアの世界を「広く学ぶ」ことから「深く研究する」ことへと、段階的な流

れとするために、1年次の「映像メディア基礎演習」「造形基礎演習」、2 年次の「映

像メディア演習（フォト, 映画・ビデオ, CG, サウンド）」にて映像メディアの基礎

を広く学び、その上で、3 年次の「映像メディア演習ゼミ」、4 年次の「卒業研究・

制作」にて専門性を深めていく。これらの科目を骨格とし、そのまわりに専門性を補

強する科目、周辺領域の科目などを配置している。さらに、3年次以降でも自分の専

門以外を学ぶことのできる「領域演習」も設置している。 

 積極的に外部へアプローチする姿勢を養うため、専門領域の制作・研究の成果をアウ

トプットする 3 年次「ゼミ展」、4 年次「卒業制作展」を実施している。また、学年・

所属ゼミ・領域を超えたプロジェクトも実施している。作品発表に留まらず、学生自



  

ら、広報・制作・展示・運営を経験することで、作品を社会に広く発信していく機会

としている。 

 さまざまな分野の第一線で活躍している講師を招き、知見を広げる「特別授業」を設

定している。 

 世界に意識を向けるため、他国の文化、言語、習慣などを体験しながら学ぶ「海外研

修」を設定している。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_media.html） 

（概要） 

映像メディアの進展は、写真や映画の登場にはじまり 20 世紀全体の世界観を大きく変

え、さらに現在のデジタルメディアは、21世紀を新たに方向づけようとしています。今ま

での価値観や社会の仕組みが激しく揺さぶられる中で、映像メディアを新しい文脈で捉え

直していき、映像における知識や技能を高めると同時に、新たな課題に対しても創造的に

向かうことのできる人材の育成を志しています。この目標に基づき、次のような学生を求

めています。 

 「見る」「聞く」ことの感受性を基礎として、「思考」と「創造」によって世界を切

り拓く意欲を持っている人 

 映像に対する「好奇心」を強く持ち、「自分から学ぶ」「自分から気づく」という主

体性を持って行動する人 

 

学部等名 メディア造形学部 デザイン学科 

教育研究上の目的（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_design.html） 

（概要） 

デザイン学科では、「人間教育と実学」と掲げた建学の精神のもと、視覚伝達、環境設

計、商品開発、事業開発などに関わる広範なデザイン分野を俯瞰しつつ、自ら課題を発見

し、常に人間中心思考で解決策を導き出し、可視化した提案ができる人材の養成を目指し

ます。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_design.html） 

（概要） 

変化、拡大を続けるデザインの世界で、個人の特質や能力を生かしてデザイン活動を実

践するために、デザイン学科では次のような到達目標を掲げ、その能力を身に付けた者に

学士（デザイン）の学位を授与します。 

 デザインにおける高い専門知識と探究心・理解力を有する。 

 デザインの基本的な技術として、観察力・発想力・構成力・伝達力を有する。 

 選択したコースにおいて、専門的な技術とともに、協調性・企画力・表現力・展開力・

コミュニケーション能力を身につけ、社会で活動できる職能を有する。 

 社会と積極的に関わり、新たな問題を自ら発見し解決する姿勢を有する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_design.html） 

（概要） 

デザイン学科は、実学としてのデザインを追求しています。制作システムの変化やテク

ノロジーに対応できる技術、問題を発見し解決方法を提案する企画力、それを人に伝える

豊かな表現力の修得を目指し、次のようなカリキュラムを編成しています。 

 1 年次の造形基礎から、2 年次の各領域の基礎過程を経て、3 年次以降は各領域の応

用過程へ、総合的な視野を保ちながら段階的に各コースを選択する。各コースでは、

総合的な企画力を養う演習と、専門的な表現技術を習得する演習を等分に設定してい

る。また、教養を得る科目、技術的な知識を得る科目も適切な段階で配置している。 

 企画提案力を養い、より高次なコミュニケーション能力を獲得するため、産学協同や



  

地域連携の科目を設定して、実社会での課題に取り組んでいる。 

 さまざまな分野の外部講師を招き、デザインの現場を体験する授業を設定している。 

 グローバルな規模でデザインを考えるために「海外研修」や「国際交流ワークショッ

プ」を設定している。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_design.html） 

（概要） 

デザイン（design）は、意匠、立案、構想、企画、計画、設計、仕組みなどの意味を含

み、その領域は「ものづくり」から「コトづくり」にまで拡大しています。本学科は、私

たちを取り巻く様々な課題を広い視点から捉え、自ら問題発見と問題解決を行う知識と技

術の修得を目指しています。この目標に基づき、次のような学生を求めます。 

 コミュニケーション能力やリーダーシップ能力を高めたいと思っている人。 

 人文科学（文学、哲学、歴史、地理、芸術など）、社会科学（社会、政治、経済など）、

自然科学（物理、化学、生物、工学など）分野に幅広い関心を持つ人、または一つの

分野に人一倍造詣の深い研究を行っている人。 

 絵を描くことやものを作ることが好きで、デザインの知識や技術の修得に関心がある

人。 

 社会の出来事に関心があり、自らの問題発見と問題解決を行う熱意と努力を惜しまな

い人。 

 

学部等名 メディア造形学部 ファッション造形学科 

教育研究上の目的（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_fashion.html） 

（概要） 

ファッション造形学科では、ファッションデザイン、ファッションビジネス、バッグ、

靴などのファッショングッズを含めて、服にとどまらない広範なファッション製品の製作

および流通を理解し、世界のアパレル業界で活躍できる人材の養成を目指します。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_fashion.html） 

（概要） 

ファッション造形学科では、本学の建学の精神「人間教育と実学」を根幹として系統立

てたデザイン・造形・テキスタイル・ビジネス関係のカリキュラムの中で、次のような到

達目標を掲げ、その能力を身に付けた者に学士（ファッション造形）の学位を授与します。 

 幅広い専門の知識や技能を身に付けている。 

 応用力と探究心を持ってファッション業界をけん引する意欲・態度を身に付けてい

る。 

 自らの思考力・判断力・創造力を持って、問題解決に導く能力を身に付けている。 

 協働力を身に付けた上で、表現力、コミュニケーション能力を有している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_fashion.html） 

（概要） 

本学科の教育課程（カリキュラム）編成は、デザイン、造形、テキスタイル、ビジネス

の 4領域を基本とし、体系的な理論と高度な技術教育を次のような方針で指導しています。 

 1 年次では、全学生が学科共通専門科目を学び、2 年次以降は、デザインコース、ク

リエイティブコース、ビジネスコースの三分野に分かれ、各コースの特性を活かした

専門的カリキュラムにより、それぞれの分野においてファッションのスペシャリスト

としての知識・技能を身に付ける。 

 演習、実験、実習に重きを置き、ファッションコンテストへの参加、学外研修、イン

ターンシップを通じて協働力を身に付ける。また、専門の資格取得のために用意され



  

た多くの授業科目を受講することにより、キャリア追求の基礎をつくる。 

 ファッションのプロフェッショナルとしての意欲・態度を身に付け多面的・総合的に

考えることができるよう、3 年次の専門ゼミナール、4 年次の卒業研究は必修とし、

自らの思考力・判断力・創造力を持って、問題解決へと導くために細部にわたり専門

知識と技能を追求する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_fashion.html） 

（概要） 

本学科は、本学の建学の精神「人間教育と実学」を念頭に、個性を大切にしながらファ

ッション関連の深い知識の修得と、さらなる国際化に対応できるプロフェッショナルの養

成を目指しています。また、卒業後の活躍を意識し、社会人に必要な知識を身に付ける教

育も心掛けています。従来のファッション教育ではなく、時代を的確に捉え、常にファッ

ション業界を牽引していくことができる能力を備えた人材の育成を目標としています。 

このような目標の実現に向け、次のような人間性豊かで社会性に富んだ意欲のある学生

の入学を希望します。 

 ファッションに対する強い意欲と好奇心を持ち、自らの感性を豊かに表現できるよう

になるための努力を惜しまない人 

 社会と人間性の係わりをファッションの視点から捉え、それを実践するための創造性

と表現力及び創作技術の修得に励む人 

 ファッションの知識だけでなく広範な分野にも強い興味を示し向学心が旺盛で、柔軟

性に富む人 

 

学部等名 ヒューマンケア学部 子どもケア学科 

教育研究上の目的（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_child_care.html） 

（概要） 

0 歳から 18歳までの「子ども」の健全な成長・発達及び社会化を支援するために必要な

専門知識・技能を有し、かつ広く子どもケアの活動に求められる豊かな人間性と多面的に

人間を理解する力を有する、保育・幼児教育活動、学校保健活動、児童の教育及び心理面

での支援活動などが行える専門職業人の養成を目指す。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_child_care.html） 

（概要） 

子どもケア学科の人材養成の達成のために、次のような到達目標を掲げ、その能力を身

につけた者に学士(子ども学)の学位を授与します。 

（知識及び技能） 

 子どものケアに関わる専門職に必要な、保育・教育学、保健・医療・看護学、心理学、

社会福祉学の知識・技能を習得している。さらに、生涯発達並びに社会的存在の観点

から子どもを多面的に理解し、ケアと教育の実践的な方法を身につけている。 

（思考力・判断力・表現力等） 

 専門知識・技能を活かして、子どもに受容的・応答的に関わる力を身につけ、子ども

の発達に応じたニーズ・課題を把握することができる。さらに、それらの課題を効果

的に解決しようとする力を身につけている。 

（学びに向かう力・人間性等） 

 子どもの最善の利益を守る人材となるために、常に学び続け、真理探究に努めること

ができる。さらに、同僚性を発揮し、異分野、多職種の人々とも協働的、創造的に課

題解決に向かう態度を身につけている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_child_care.html） 



  

（概要） 

ディプロマポリシーを達成するために、教養科目、学科共通科目、専攻・コース専門科

目及び教職科目を体系的に編成し、講義、演習、実習科目を適切に組み合わせた授業を開

講します。教育課程については、カリキュラムマップ等を示し、系統的に構成しています。 

 人間について本質的・多面的理解を深めるために教養科目を位置づけ、さらに学部の

象徴科目である「ヒューマンケア論」等を中心に保育・教育学、保健・医療・看護学、

心理学、社会福祉学領域から子どもとケアについて人間的総合的理解を促す。それら

を踏まえつつ、子ども理解の基盤として専攻・コースの専門科目において、講義・演

習形式でケアと教育の実践的な方法を修得する。 

 子ども及びケアと教育について習得した基礎的な知識及び技能を活用、深化させ、子

どもの発達に応じたニーズや、現代的・社会的な課題把握と、それを効果的に解決し

ようとする思考力や、思考したことを表現する力を培うことができるよう、演習・実

習及びゼミナール、さらに学外施設での実習を適切に組み合わせて授業を行なう。 

 初年次教育として 1年次の「子どもケア基礎演習」において主体的かつ意欲的に学ぶ

姿勢を身に付ける。そして、学内外の実習や演習を通して、協働性・人間性並びに専

門職を目指す者に求められる倫理観の涵養を図るよう指導する。さらに、ゼミナール

を通して、現代的・社会的な課題を把握し、創造的に課題解決に向かって努力する姿

勢を養う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_child_care.html） 

（概要） 

子どもケア学科は、学科、専攻・コースの専門教育に積極的に取り組むことができる、

意欲ある、多様な能力・適性を持った次のような学生を求めます。 

 高等学校で履修した教科について基礎的レベル（教科書レベル）の知識を有している

人 

 多面的に物事を考察することができ、自らの考えをわかりやすく口頭並びに文章で表

現できる人 

 子どもに関する諸問題に関心を持ち、身に付けた知識・技術を社会で役立てたいとい

う強固な意思がある人。 

 

学部等名 看護学部 看護学科 

教育研究上の目的（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_nursing.html） 

（概要） 

看護実践力と看護創造力をそなえ、あらゆる看護の場面で、豊かな心と人間性、高い倫

理観、人権尊重と人権擁護の立場から法令遵守に則り、看護専門職として科学的根拠と合

理的判断に基づいて、心身両面からトータルケアできる、真の人間力を有する「未来志向

の看護専門職」の養成を目指す。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_nursing.html） 

（概要） 

看護学部の目的達成と社会に貢献できる看護師養成のために、具体的には次のような到

達目標を掲げ、その能力を身に付けた者に学士（看護学）の学位を授与します。 

 看護の対象の健康レベルに応じた実学としての看護を実践できる能力を有している。 

 看護と看護学を追究し、普遍的な知の創造を探求・具現化できる能力を有している。 

 寛容性と感性をもって人間味あふれる看護が実践できる能力を有している。 

 真の人間力をもって、グローバル社会に積極的に踏み出すことができる能力を有して

いる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_nursing.html） 



  

（概要） 

本学部は、厚生労働省の定める保健師助産師看護師養成施設であり、法令に適合したカ

リキュラムになっています。高度な看護実践者を育成するという教育目標を達成するため、

教養科目、専門基礎科目、専門科目、統合科目を配置し、学生の学習進度に沿った履修を

進めます。 

 教養科目は、「英語の世界」「人間の探究」「歴史と文化」「社会のしくみ」「自然

科学へのいざない」「文学と芸術」「ウェルネス」「学際の探究」「世界の言語」を

配置し、基礎知識を修得します。看護学だけに偏ることなく、社会人として必要な一

般教養、語学力を高める外国語科目等の教養教育を充実させています。「看護学入門」

では、大学における学びや医療や看護の実際を学習し、看護を学ぶ方向付けをします。 

 専門基礎科目は、看護を学ぶ基礎となる「看護と生物」「看護と化学」「看護と物理」

「看護と統計」を基本科目として配置しています。そのうえに、医学や薬学、社会保

障等を学ぶ専門基礎科目を配置し、「人体の機能と構造」「心の理解」「疾病の成り

立ちと回復の促進」「健康支援と社会保障制度」の分野を置き、「解剖生理学」、「臨

床心理学」、「病態治療学」、「薬理学」など、関連科目の学習をします。 

 専門教育科目は、「基礎看護学」「成人看護学」「老年看護学」「小児看護学」「母

性看護学」「精神看護学」「地域看護学」の 7 分野を置き、講義、演習、実習を通し

て看護実践能力を育成します。 

 統合分野には、ヘルスプロモーション・セーフティネット・チーム医療を学ぶ「統合

実習」をおき、幅広い看護実践について学びます。さらに「災害看護」「看護管理」

「国際看護学」等の科目を配置し、4年間での学びを自らの看護実践につなげるため

の知識と技術の統合を図ります。 

 4 年間の看護の学びの集大成として、実践した看護の学びの成果をまとめ、研究的な

視点で評価する「看護研究」を配置しています。看護に必要な課題解決思考、論理的

思考力を定着、発展させるための科目です。研究の基本を学ぶ「看護研究 1」と研究

の実際を学ぶ「看護研究 2」を配置し、卒業研究として論文作成を行います。個別指

導を取り入れ、学生の主体的な学びを支えます。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/policy/c_nursing.html） 

（概要） 

本学部では、生命に対する畏敬の念と看護の対象を尊敬する姿勢を身につけ、対象に対

して誠実で温かみのある、他者から信頼を得る人間性あふれる看護専門職の育成をめざし

ます。看護の対象や家族に必要な援助をあらゆる角度から捉え、状況に応じて柔軟に看護

実践できる「看護師」の養成をめざしています。入学を希望する人には、次のような意欲

や能力を求めています。 

 高等学校学習指導要領等に基づく基本的な知識を修得した上で、人間の生活や命、健

康に関心をもち、保健・医療・福祉の分野への貢献を将来的に希望する人。 

 主体的に学習を行うことができ、興味関心事を探求する人であり、基礎学力を自ら発

展させることができる人。 

 温かい心と思いやりをもって相手の気持ちを尊重し、他者と協力しあって対象に対し

て謙虚かつ誠実に取り組める人。 

 国際社会に関心をもち、変化に対応できる柔軟性をもつ人。 

 
 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/constitution/index.html  

 

 



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 
学部等の 

組織の名称 

学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 3人 

管理栄養学部 － 7人 8人 7人 人 12人 34人 

メディア造形学部 － 15人 15人 6人 1人 18人 55人 

ヒューマンケア学部 － 14人 9人 13人 2人 6人 44人 

看護学部 － 13人 5人 6人 7人 2人 33人 

教職課程  11人 1人 人 人 人 12人 

大学院 － 2人 人 人 人 人 2人 

別科・附属研究所等 － 4人 2人 2人 2人 1人 11人 

計 3人 66人 40人 34人 12人 39人 194人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

１人 216人 217人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/staff/index.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

管理栄養学部 160人 176人 110.0％ 640人 696人 108.8％ 0人 0人 

メディア造形学部 270人 288人 106.7％ 1,050人 1,122人 106.9％ 0人 0人 

ヒューマンケア学部 220人 196人  89.1％ 880人 886人 100.7％ 0人 0人 

看護学部 100人 108人 108.0％ 400人 425人 106.3％ 0人 0人 

合計 750人 768人 102.4％ 2,970人 3,129人 105.4％ 0人 0人 

（備考） 

 

 

 

 

 

 



  

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

管理栄養学部 
169 人 

（100％） 

9 人 

（ 5.3 ％） 

158 人 

（ 93.5 ％） 

2 人 

（ 1.2 ％） 

メディア造形

学部 

258 人 

（100％） 

11 人 

（ 4.3 ％） 

212 人 

（ 82.2 ％） 

35 人 

（ 13.6 ％） 

ヒューマンケ

ア学部 

231 人 

（100％） 

2 人 

（ 0.9 ％） 

220 人 

（ 95.2 ％） 

9 人 

（ 3.9 ％） 

合計 
658 人 

（100％） 

22 人 

（ 3.3 ％） 

590 人 

（ 89.7 ％） 

46 人 

（ 7.0 ％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

各学部の当該年度に開講している授業科目において、「授業のテーマ及び到達目標」、「授業

の概要」、「評価の方法」、「授業計画（各回ごとの内容、授業技法等）」、「使用教科書」

及び「自己学習（予習・復習等）の内容・時間」を掲載したシラバスを作成し、学生に冊子と

して配布するとともに、大学のウエブサイトに掲載し、広く社会に公表している。 

 

 

  



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学位授与の方針（ディプロマポリシー）を策定するとともに、学生に配布する「学生便覧」及

び「履修の手引き」に掲載し、入学時のガイダンスの際に内容について理解させるよう説明を

行っている。加えて、大学のウエブサイトで公表し、社会に周知を図っている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

管理栄養学部 管理栄養学科 124単位 ○有EA・無 48単位 

メディア造形学部 

映像メディア学科 124単位 A○有EA・無 48単位 

デザイン学科 124単位 A○有EA・無 48単位 

ファッション造形

学科 
124単位 

A○有EA・無 
48単位 

ヒューマンケア学部 子どもケア学科 124単位 A○有EA・無 48単位 

看護学部 看護学科 127単位 A○有EA・無 48単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：大学ウエブサイト 

https://www.nuas.ac.jp/profile/campuslife/index.html 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 学年 
授業料 

（年間） 
入学料 その他 

備考（任意記載事

項） 

管理栄養学部 
管理栄養 

学科 

1・2年次 765,000円 200,000円 430,000円 教育充実費、実験実習費 

3・4年次 775,000円  480,000円 教育充実費、実験実習費 

メディア造形学部 

映像メディア

学科 

1・2年次 975,000円 200,000円 500,000円 教育充実費、実験実習費 

3・4年次 985,000円  500,000円 教育充実費、実験実習費 

デザイン 

学科 

1・2年次 975,000円 200,000円 450,000円 教育充実費、実験実習費 

3・4年次 985,000円  500,000円 教育充実費、実験実習費 

ファッション

造形学科 

1・2年次 825,000円 200,000円 450,000円 教育充実費、実験実習費 

3・4年次 835,000円  500,000円 教育充実費、実験実習費 

ヒューマンケア

学部 

子どもケア 

学科 

1年次 700,000円 200,000円 430,000円 教育充実費、実験実習費 

2年次 720,000円  430,000円 教育充実費、実験実習費 

3年次 740,000円  430,000円 教育充実費、実験実習費 

4年次 760,000円  430,000円 教育充実費、実験実習費 

看護学部 看護学科 

1年次 1,000,000円 200,000円 500,000円 教育充実費、実験実習費 

2年次 1,020,000円  500,000円 教育充実費、実験実習費 

3年次 1,040,000円  500,000円 教育充実費、実験実習費 

4年次 1,060,000円  500,000円 教育充実費、実験実習費 

 

  



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生に対して担当教員がつき、勉学、学生生活や進路等の相談を受ける「クラ

スアドバイザー制度」を設け、修学支援を行っている。 

 経済的な修学支援として、学業成績優秀者に対して、大学独自の奨学金を給付するととも

に、学納金の支払が困難な者に対しても、奨学金貸与制度を設けている。 

 加えて、入学後経済状況の悪化や激甚災害を受けた学生に対して、授業料の２分の１を免

除又は給付し、経済的な修学支援を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

「キャリアサポートセンター」には、学科毎に進路・就職のアドバイスを行う専任のスタ

ッフを配置している。 

 また、それぞれ学年・学科の特長に則した進路・就職支援プログラムを行うとともに、遠

隔地への就職等を支援するため、大学独自の交通費の一部負担制度を設けている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の心身の健康に関する支援を行うため、「保健管理センター」を設置している。 

「保健管理センター」には、「保健室」並びに「学生相談室」を設置している。 

「保健室」においては、急病や外傷等の応急手当を行うともに、必要に応じて医療機関へ

の紹介を行っている。加えて、新学期に「学校保健安全法」に基づき、健康診断を実施する

とともに、毎月学校医と産婦人科医による健康相談も行っている。 

また「学生相談室」においては、臨床心理士等の相談員が常駐し、学生の悩み相談やカウ

ンセリングの対応を行っている。更に月２回、精神科医によるメンタルヘルス相談も行って

いる。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：大学ウエブサイト 

 https://www.nuas.ac.jp/profile/information/index2.html 
 

 

 


